
○ 「認知症施策総合戦略（新オレンジプラン）」で規定された『看護職員認知症対応力向上研修』（１８時間）を、『東京都看護師認知症対応力向上研修』ではⅠ型研修（基礎
知識編）、Ⅱ型研修（対応力向上編）、Ⅲ型研修（マネジメント編）に分割して実施。

○ Ⅰ型研修は、病院勤務の一般看護師等、Ⅱ型研修は指導的役割の看護師、Ⅲ型研修は管理監督的立場の看護師を対象とし、Ⅰ型研修から順次ステップアップして受講するも
のとする。

○ Ⅲ型研修までの受講により、自施設における看護職員への研修（認知症ケアの基本知識等）を企画・実施できるようにする （指導者養成研修としての位置づけ）。
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東京都看護師認知症対応力向上研修Ⅲ 【マネジメント編】 （28年度～）
＜目的＞病院等の管理監督的立場にある看護師に対し、認知症に係るマネジメント等に係る

研修を実施することにより、病院等の認知症対応力の向上を図る。
＜内容＞マネジメント（環境設定・情報管理等）の実践的な対応方法・教育技法 等
＜時間＞７時間 （講義３時間、演習４時間）
＜実施方法＞東京都の主催で実施

東京都看護師認知症対応力向上研修Ⅰ 【基礎知識編】 （24年度～）
＜目的＞医療機関（診療所を含む）に勤務する看護師に対し、認知症に係

る研修を実施することにより、退院後の生活等も踏まえた適切な
対応を行えるようにする。

＜内容＞認知症及び認知症ケアに関する基礎知識、多職種協働等
＜時間＞４．５時間 （講義３時間、演習１．５時間）
＜実施方法＞地域拠点型認知症疾患医療センター（12か所）に委託して実施

東京都看護師認知症対応力向上研修Ⅱ 【対応力向上編】 （28年度～）
＜目的＞病院及び有床診療所に勤務する指導的役割にある看護師の認知症への対応力

を向上させることにより、病院等における認知症の患者に対する適切なケア
を確保する。

＜内容＞認知症への対応力向上（アセスメント、看護方法、院内外連携 等）
＜時間＞６．５時間 （講義３時間、演習３．５時間）
＜実施方法＞東京都健康長寿医療センターに委託して実施

東京都看護師認知症対応力向上研修
Ⅰと併せて修了することで、認知症
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基準の病棟職員の研修）を満たす
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国の「病院勤務の医療従事者向け
認知症対応力向上研修」修了

研修対象者 東京都の看護師研修の概要 研修修了者の位置づけ

国の「看護職員認知症対応力向上
研修」（新オレンジプラン事業）修了
→ 各医療機関において自施設におけ
る看護職員への研修を実施（指導者）

東京都看護師認知症対応力向上研修の体系

歯科医師・薬剤師・看護職員認知症対応力向上研修事業

病院勤務以外の看護師等向け認知症対応力向上研修の実施について

■ 東京都における看護師向けの認知症対応力向上研修について
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歯科医師・薬剤師・看護職員認知症対応力向上研修事業

病院勤務以外の看護師等向け認知症対応力向上研修の実施について

高齢者と日ごろから接することが多い、病院勤務以外（診療所

や訪問看護ステーション等）の看護師等の医療従事者に対し、認

知症の人や家族を支えるために必要な基本知識や認知症ケアの原

則、医療と介護の連携の重要性等の知識について修得するための

研修を実施することにより、認知症の疑いのある人に早期に気づ

き、地域における認知症の人への支援体制の構築の担い手となる

ことを目的とする。

１ 目 的

２ 研修内容

（１）実施開始年度
令和５年度

（２）研修対象者
診療所、訪問看護ステーション、介護事業所、
地域包括支援センターや行政等に勤務する看護師等

（３）実施方法
公益社団法人東京都看護協会へ委託（予定）

（４）想定される研修講師
学識経験者、訪問看護師、認知症看護認定看護師、
認知症サポート医

（５）開催規模
・講義＋演習（グループワーク）５コマ（240分）
・ライブ＋集合形式
・受講者数 180人 ※令和５年度は年１回

令和６年度以降は年２回実施

３ 標準的なカリキュラム ※国が示す標準的なカリキュラムを参考とし、東京
都独自の要素・内容を加えるほか、演習（グループ
ワーク）を実施する予定。（１）基本的知識（20分）

（２）地域における実践（70分）

（３）社会資源等（10分）
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